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北病棟チームカンファレンス記録
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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

· 固定電話、携帯電話使用料金についてですが、昨年12月の電話使用明細について指摘があったとの事です。今月より電話使用記載簿を作成し、実施していますが、指摘のあった12月分に関して各部署で確認（部署名、発信者名、相手先等）をする為、明細ファイルを回覧するとの事です。チェックされている箇所を確認するようにとの事ですので、確認後に確認した日時を記入し、最後に確認をした部署は2/6（金）までに庶務チームへ返却するようにお願いします。

· 環境整備担当より、来月より環境整備予定表と環境美化チェック表を新たに作成し、日々の担当スタッフを決め、環境整備を実施していくとの事です。担当となっているスタッフは、予定表を確認し環境整備に取り組んで下さい。環境美化チェック表には項目を実施したスタッフがチェックをしていく事となっています。環境整備も大切な業務の一つですので、各自が意識を持ち、環境整備・美化に取り組むようお願いします。

· 接遇向上委員会より、身だしなみ自己チェック（2回目）を実施するとの事です。自己チェック表は各自へ配布していますので、期限までに記載し、接遇向上委員まで提出するようにして下さい。

＜患者様連絡事項＞

· 木村　梅子様～排便が3日間確認出来ていない状況です。腹痛等の自覚症状は無
　　　　　　　く、苦痛表情も見られていません。排便コントロール目的にて主
　　　　　　　治医川端Dｒよりシンラック液1本が処方となっており、昨日の
　　　　　　　準夜帯（就床前）に10滴服用して頂いています。他、腹部マッ
　　　　　　　サージや水分補給、離床時間を増やす事を説明し実施しています
　　　　　　　が、まだ排便は確認出来ていません。食事は摂取出来ており、日
　　　　　　　課への支障は見られていませんが、引き続き、腹部の観察（聴診、
　　　　　　　触診を怠らない）を行い、排便情況の確認をしていきましょう。

· 飯豊　信雄様～排便が5日間確認出来ておらず、排便コントロール目的にて主治
　　　　　　　医田名部Drより昨日、シンラック液1本（10滴/回）が処方とな
　　　　　　　っていますが、昨日の準夜帯で服用する際に滴下が上手く行えず、
　　　　　　　10滴以上滴下してしまう事があったとの事です。スタッフの説明
　　　　　　　にも拒否的な反応を見せていたようですが、本人様はシンラック
　　　　　　　液を使用するのが初めてであった為、上手く滴下数を調整する事
　　　　　　　が出来なかったと考えられます。服用の際に、スタッフが滴下方
　　　　　　　法を説明せずに本人様へシンラック液を渡し、使用させたとの事
　　　　　　　であり、スタッフの説明不足と確認不足も原因と考えられます。
　　　　　　　シンラック液以外でも当然の事ですが、薬剤を使用する（して頂
　　　　　　　く）前には患者様の理解能力に合わせた説明を十分に行う必要が
　　　　　　　あり、スタッフは説明に対する理解状況を踏まえたうえで介入、
　　　　　　　観察を行う必要があります。また、安易な下剤使用は避け、患者
　　　　　　　様の排泄状況、身体症状、活動状況等の確認を確実に行ったうえ
　　　　　　　で使用するか否か判断して使用して下さい。　

＜業務改善意見交換＞

（申し送り方法について）

現在の申し送りでは、患者様動静報告の他に連絡事項等の必要な情報をスタッフ間

で共有する為、業務開始5分前より申し送りを開始しています。しかし、スタッフ

によってですが、特に緊急性を要さない情報やカンファレンス内容を逐一申し送り、

時間が必要以上に延長してしまう事があります。結果、患者様の日課、病棟の環境

整備へ影響が及んでしまっています。カンファレンス内容を読み上げ、情報を共有

する事も必要ですが、研修の知らせ等の記録から知る事が出来るものは各自で記録

を確認し、患者様の指示受け等の本当に必要な情報のみ要点をまとめ簡潔に申し送

る必要があると思われます。無駄に申し送り時間を延長する事により、患者様を“待

たせてしまっている”という自覚をスタッフ各自が気付く事が必要であり、改善し

ていかなければならないと思われます。自分が行っている申し送りを見直し、円滑

な申し送りを行っていくよう自覚していきましょう。

















































